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需
要
見
通
し
に
関
す
る
質
問
に
対
し
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す
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１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
井
坂
信
彦
君
提
出
米
の
需
要
見
通
し
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
及
び
三
に
つ
い
て 

 
 

農
林
水
産
省
に
お
い
て
は
、
主
要
食
糧
の
需
給
及
び
価
格
の
安
定
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
百
十
三
号
）
第
四

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
毎
年
、
米
穀
の
需
給
及
び
価
格
の
安
定
に
関
す
る
基
本
指
針
（
以
下
「
基
本
指
針
」
と
い
う
。
）

に
お
い
て
、
米
穀
に
係
る
需
要
見
通
し
（
以
下
「
需
要
見
通
し
」
と
い
う
。
）
を
定
め
て
い
る
と
こ
ろ
、
そ
の
今
後
の
策
定

に
当
た
っ
て
は
、
御
指
摘
の
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
よ
る
増
加
分
」
及
び
「
海
外
へ
の
輸
出
量
」
に
つ
い
て
も
、
関
係
者
の
意

見
を
聴
い
た
上
で
適
切
に
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
向
け
に
、
ホ
テ
ル
や
飲
食
店
で
使
用
、
も
し
く
は
キ
ー
プ
し
て
い
る
米
が
増
え
て
い
て
、

一
般
家
庭
へ
の
流
通
が
滞
っ
て
い
る
」
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
調
査
を
行
っ
て
お
ら
ず
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
。
な
お
、
令
和
七
年
三
月
二
十
六
日
に
開
催
し
た
第
六
十
五
回
食
料
・
農
業
・
農
村
政
策
審
議
会
食
糧
部
会
参
考
資
料
六

「
米
の
基
本
指
針
（
案
）
に
関
す
る
主
な
デ
ー
タ
等
」
で
は
、
訪
日
外
国
人
に
よ
る
米
穀
の
需
要
量
に
つ
い
て
、
令
和
六
年

は
五
・
二
万
ト
ン
（
精
米
換
算
。
以
下
同
じ
。
）
、
令
和
七
年
は
七
・
〇
万
ト
ン
と
そ
れ
ぞ
れ
試
算
し
て
い
る
。 
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四
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
米
の
需
要
が
高
ま
る
こ
と
が
予
見
で
き
な
か
っ
た
の
か
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な

い
が
、
御
指
摘
の
「
米
の
需
要
」
に
つ
い
て
は
、
需
要
見
通
し
に
よ
り
そ
の
見
通
し
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
算
定
方
法
に
つ

い
て
は
、
農
林
水
産
大
臣
が
令
和
六
年
七
月
に
策
定
し
、
令
和
七
年
五
月
に
変
更
し
た
基
本
指
針
の
第
二
の
二
に
お
い
て
、

「
一
人
当
た
り
消
費
量
（
推
計
値
）
に
人
口
（
推
計
値
）
を
乗
じ
る
手
法
に
よ
り
、
算
出
す
る
こ
と
」
と
し
て
い
る
。
こ
の

「
一
人
当
た
り
消
費
量
（
推
計
値
）
」
は
、
「
平
成
八
／
九
年
か
ら
・
・
・
の
需
要
実
績
を
そ
れ
ぞ
れ
当
該
年
の
人
口
で
除

し
」
た
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
こ
の
場
合
の
「
需
要
実
績
」
は
、
当
年
産
の
「
主
食
用
米
等
生
産
量
」
と
各
年
の
「
六
月
末

民
間
在
庫
量
」
の
合
計
か
ら
、
翌
年
の
「
六
月
末
民
間
在
庫
量
」
を
差
し
引
い
て
算
出
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
需
要
見
通

し
に
お
い
て
、
御
指
摘
の
「
海
外
に
お
け
る
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
数
」
、
「
輸
出
額
」
、
「
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
」
等
の

一
時
的
な
増
減
を
直
ち
に
反
映
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
需
要
見
通
し
の
今
後
の
策

定
に
当
た
っ
て
は
、
一
及
び
三
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
関
係
者
の
意
見
を
聴
い
た
上
で
適
切
に
対
応
し
て
ま
い
り
た

い
。 

五
に
つ
い
て 



 

３ 

 

 
 

御
指
摘
の
「
日
本
産
の
米
が
各
国
で
日
本
よ
り
も
安
く
販
売
」
さ
れ
、
一
定
量
の
在
庫
が
存
在
す
る
事
例
が
あ
る
こ
と
は

報
道
等
に
よ
り
承
知
し
て
い
る
。 

六
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
減
反
・
減
産
に
よ
る
生
産
調
整
」
に
つ
い
て
は
、
令
和
七
年
三
月
十
二
日
の
衆
議
院
農
林
水
産
委
員
会
に
お

い
て
、
松
尾
農
林
水
産
省
農
産
局
長
が
「
平
成
三
十
年
よ
り
、
生
産
数
量
目
標
の
配
分
・
・
・
を
国
が
行
わ
な
い
・
・
・
政

策
に
移
行
い
た
し
ま
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
農
業
者
、
産
地
が
需
要
に
応
じ
た
生
産
を
行
う
と
い
う
こ
と
が
基
本
に
な
っ
て
お

り
ま
す
」
と
答
弁
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
ま
た
、
米
穀
の
輸
出
に
当
た
っ
て
は
、
民
間
事
業
者
が
当
該
米
穀
の
実
需
者
の
需

要
に
対
応
し
て
供
給
を
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
御
指
摘
の
よ
う
に
、
「
米
の
国
内
で
の
需
給
と
価
格
の
調
整
」
を
目

的
と
し
て
「
輸
出
量
を
調
整
す
る
」
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 


